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京大入試での合格ライン突破に向けた３か月（３回）完成集中講座。

京大入試ならではの問題の正しい「解法ルート」が身につく、今までになかった京大合格の確実がある。

※教材のお届けは、毎月一回お届け（３か月）と３回一括お届け（一部例外あり）を選択できます。

詳しくは、HPのお申し込み内容をご確認ください。

「ポイント抽出」で攻略する京大化学

受講期間
３か月（３回）完成・毎月添削課題つき

受講費
15,000円（３回分一括払い・消費税込）

お届け教材
テキスト：B5版約64P（解答解説別冊32P挟み込み） ３冊

添削課題：３回
※各月（各回）テキスト１冊、添削課題１回をお届け。

制作チーム
四天王寺中・高等学校　谷本幸子先生
大阪教育大学附属高等学校池田校舎　松永茂先生
大阪教育大学附属高等学校平野校舎　内田吉彦先生　ほか
※所属は2005年11月現在

長いリード文から解答に必要なポイントを抽出し、設問と結びつけ、解答を導き出す
力を３か月で身につける。
化学式や化学反応をたくさん暗記しても、化学を一問一答の暗記で解けると考えてい
る限り京大化学は攻略できない。それは、京大化学が、暗記だけでは解けないよう、
リード文の中から設問を解くためのヒントを見つけ出す文章読解力まで要求している
からである。本講座では、化学の文章読解力が育成できるよう、設問を解くにあたっ
て必要なポイントとなる情報をリード文中から選び出し、リード文で説明されている
事柄と教科書での学習内容とを結び付けるという攻略法を学ぶ。

●すべては、「ポイント抽出」力を養成するために
高校での学習範囲を超えた内容や、リード文を読みとる力が確実に身につけられるよう
な誌面展開で、長いリード文から問題を解くうえで何が必要な情報なポイントかを明確
にする力が養成できる。

●有機化学や化学平衡など、京大化学で頻出の内容に特化
京大で頻出項目である有機化学、化学平衡、結晶、無機化学を過去問をもとに解説。特
に、特徴である有機化学を第１回で扱い講座をスタート。第２回では化学平衡、第３回
では結晶、無機化学を扱い、京大化学で頻出の項目について網羅する。

●京大化学攻略に必要な事項をまとめ＆解説
京大化学を攻略するのに必要な基礎知識の確認（重要事項の整理）は、例題で出題され
ない内容まで扱い、万全の対策をとる。また、普段の学習では触れられない高度な内容
は、「問題を解く前のポイント」という項目にまとめている。 

ご入会・お問い合わせ先
フリーフォン（通話料無料） 0070 -800-505050 携帯サイトからの
※受付時間10:00-21:00（日・祝・年末年始除く）
※携帯電話・一部のインターネット回線からは 086 -803-5846 へおかけください
（通話料がかかります）

お申し込みはこちら

C○Benesse Corporation 2006. All rights reserved.
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「ポイント抽出」で攻略する　京大化学　見本
※ご紹介している内容・デザインは変更になる場合があります　※詳しいカリキュラムはHPでご案内しています

第３章 構造異性体

＜アルコ－ルの脱水によるアルケンの生成＞

アルコールは一般に脱水反応によってアルケンになる。2-ブタノールを例にとると，次

のように，①，②どちらの Hがとれるかは 2通りあり，2種類のアルケンが生成する。本問

の H，Iの酸化でもこの 2種類を考えなくてはいけない。

問 5 Hは第二級，Iは第一級のアルコールで，酸

化生成物の Fがケトン，Gがアルデヒドである。

それぞれの構造は図 2のとおりである。

F，Gはアルコールを酸化して得られるから，ケト形の化合物で，異性化する前のエノ

ール形の化合物を考える。ポイント�より，それぞれの酢酸エステルを不斉炭素原子の有

無を手がかりに考えると，図 3のように，C，D，Eの構造が決定できる。 
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＜アルコールの酸化生成物＞ 
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ご入会・お問い合わせ先
フリーフォン（通話料無料） 0070 -800-505050
※受付時間10:00-21:00（日・祝・年末年始除く）
※携帯電話・一部のインターネット回線からは 086 -803-5846 へおかけください
（通話料がかかります） 
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お申し込みはこちら
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※ご紹介している内容・デザインは変更になる場合があります　※詳しいカリキュラムはHPでご案内しています

（ 1）三重結合への水付加とケト-エノール転位 アセチレン，プロピンなどの三重結合を持つ化合物に

水が付加する反応では，炭素－炭素二重結合にヒドロキシ基が結合したエノール形の化合物が生成するので，

ケト形の化合物への変化を考えなくてはならない。本問に登場する化合物 Bは，次のようにプロピンへの水

付加でも生成し，アセトンに変化する。

（ 2）アルカンの構造異性体 構造異性体の構造式をすべて書き出す場合，系統的に考えていかないと，同

じ構造のものを異性体としてしまったり，逆に書くべき構造式が抜け落ちてしまったりする。次の例はヘキ

サン C 6H14の構造異性体の考え方である。なお炭素骨格だけを書き，結合している水素は省略している。

枝分かれを考える時は，最も長い炭素鎖をまず書くことが基本である。例えば次の 3つの構造式はすべて

同じものである。

重要事項のまとめ� 京大を受験するには知っておきたい内容
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まとめ

（１）アルコールの酸化反応と脱水反応，エステル化について整理しておく。

（２）六員環構造を持つ化合物の構造式の書き方を身につける。 

ご入会・お問い合わせ先
フリーフォン（通話料無料） 0070 -800-505050
※受付時間10:00-21:00（日・祝・年末年始除く）
※携帯電話・一部のインターネット回線からは 086 -803-5846 へおかけください
（通話料がかかります） 
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（ 3）アルケンの構造異性体 アルケンの場合，アルカンと同様の炭素骨格の違いに加えて，二重結合の位

置も考える必要がある。例えばペンテン C 5H10には，炭素骨格の違いでまず 3通りの構造が考えられ，次の 1

～5のどの位置に二重結合が入るかによって異なる構造となり，鎖状の構造異性体は全部で 5通りある。環

状のシクロアルカンもアルケンと同じ一般式 C nH2nで互いに異性体の関係にある。

（ 4）幾何異性体（シス・トランス異性体） 下図の（a）のように二重結合があり，「 X≠Y」かつ「 W≠Z」

であるとき，幾何異性体（シス・トランス異性体）が存在する。これは，単結合が自由に回転できるのに対

して，二重結合は回転できないことから生じる。

例えば，ブテン C 4H8には，（b），（c），（d）の 3通りの構造異性体があり，（c）の2-ブテンには，シス形と

トランス形の異性体が存在する。

（b）の1-ブテンのように，末端が　　　　　という形になっている場合は，幾何異性体は存在しない。

また，シクロアルカン等の環状化合物に置換基が 2つ別の炭素に結合している場合も，（e）（f）のように

幾何異性体が考えられる。

（ 5）芳香族化合物の異性体 次のクレゾールの例のよう

にベンゼン環に 2つの置換基が結合している時，オルト

（o-），メタ（m-），パラ（p-）の 3つの構造異性体が存在

する。

（ 6）環状構造を持つ化合物中の不斉炭素原子 不斉炭素原子とは，4種類の

異なる原子または原子団と結合している炭素原子のことである。環状構造をもつ

場合，例えば右図で，矢印をつけた C原子は不斉炭素原子かどうかを考える。（1）

（2）では，矢印をつけた C原子から左回りに見ても，右回りに見ても，同じ構造

になるので，不斉炭素原子ではないが，（3），（4）は，左回りに見たのと，右回

りに見たので異なる構造をしているので，不斉炭素原子となる。

（ 7）ザイチェフ則 問 4の解説で，アルコールの脱水について，2通りの生成物があると書いたが，実は「 H

原子の少ない方の炭素原子側から H原子がとれやすい」という事実があり，2-ブタノールの脱水では2-ブテ

ンが主生成物，1-ブテンが副生成物となる。これをザイチェフ則という。京大の問題では，特に指定のない

限り，ザイチェフ則は適用せず，2通りの生成物を考える必要がある。1つにしぼる条件が出てきたあとに 1

つに決定する。

第３章 構造異性体
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